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１ は じ め に

近年の温暖化の影響により、岩手県においてもリ

ンゴが晩霜害に遭遇する危険性が高くなっている。

現状の霜害防止対策は経費や手間が掛かることなど

が実施する際の課題となっている。リンゴ花芽の低

温感受性は、発芽～開花期の気象推移の他、樹勢や

前年の生育経過等によって異なることが観察されて

いる。そのため、花芽の生理的な状態は低温感受性

に影響を与えることが考えられる。本研究はリンゴ

防霜対策技術確立に資するため、わい性台木樹を用

い、樹勢と花芽の耐凍性の関係を調べた。

２ 試 験 方 法

(1)頂端新梢長の測定

7月上旬に、目通りの高さの外周の側枝または結

果母枝の頂端新梢長を測定した。各樹とも15本調査

した。

(2)花芽横径の測定

休眠期（1月上旬）に各樹30頂芽（短果枝、中果

枝、長果枝の各10頂芽）の横径を測定した。

(3)低温処理

1)花芽の採取

「グリーンクラスター期（展葉1～2週間後、中心

花の花らいが未着色の時期）」および「花蕾着色期

（中心花の花らいがピンク～赤色になった時期）」

に各樹勢の樹より長果枝を採取した。

2008年は「グリーンクラスター期」は各20本、「花

蕾着色期」には各30本、2009年は両期ともに各30本

供試した。

2)低温処理条件

採取した枝はプログラムフリーザーを用いて低温

処理を行った。「グリーンクラスター期」の花芽は-

2.5℃で2時間、「花蕾着色期」の花芽は-2℃で2時間

処理した。

3)障害判定法

低温処理1日後に花芽内部を調査し、雌蕊または

胚珠の褐変を低温による障害として判定した。

３ 試験結果及び考察

(1)低温処理供試樹の樹勢の判定

本研究においては頂端新梢長を樹勢の判定要因と

し、前年7月上旬の頂端新梢長が20cm以下、20～30c

m、30cm以上をそれぞれ樹勢弱、中、強とした。低

温処理用の花芽は強勢1樹、中庸2樹、弱勢2樹より

採取した。2008年および2009年の供試樹の頂端新梢

長は表1、2のとおりである

(2)頂端新梢長と花芽横径

2008年および2009年ともに花芽横径と頂端新梢長

とは曲線回帰を示し、新梢長が20～25cm程度の樹で

花芽横径が大きかった。強樹勢、弱樹勢とも中庸な

樹勢よりも花芽が小さい傾向となったが、弱樹勢で

はより小さくなった（図1、2）。

(3)樹勢と低温による障害発生

2008年は「グリーンクラスター期」および「花蕾

着色期」ともに中庸な樹勢で中心花および側花とも

に障害が少なく、強樹勢、弱樹勢で花芽の褐変が多

い傾向となった（表3）。

2009年は両期ともに中庸な樹勢および弱樹勢で障

害が少なく、強樹勢で花芽の褐変が多い傾向となっ

た（表4）。

花芽の生理的な状態には樹勢以外に樹の栄養状態

など多くの要因が影響を与えると予想されるが、中

庸な樹勢の花芽は概ね低温による障害が発生し難い

ものが多いと考えられた。

４ ま と め

以上の結果から、年次により差はあるものの、中

庸な樹勢の花芽は強樹勢、弱樹勢の花芽に比べ耐凍

性が高い傾向となった。中庸な樹勢は、強樹勢、弱

樹勢に比べ花芽の横径が大きく、充実していると考

えられる。



表1 2008年供試樹の樹勢 表2 2009年供試樹の樹勢

樹勢 樹数 前年の頂端新梢長＊ 樹勢 樹数 前年の頂端新梢長＊

強 1 31cm 強 1 34cm

中 2 23cm､25cm 中 2 25cm､28cm

弱 2 13cm､19cm 弱 2 10cm､16cm

＊調査樹の頂端新梢長の平均値 ＊調査樹の頂端新梢長の平均値

図１ 前年の頂端新梢長と花芽横径の関係(2008年) 図２ 前年の頂端新梢長と花芽横径の関係(2009年)

表３ 低温による花芽の障害発生率(%､2008年)

グリーンクラスター期 花蕾着色期
樹 勢 中心花褐変率 側花褐変率 中心花褐変率 側花褐変率

強 30 18 6 9

中 30 11 0 1

弱 50 32 3 2

雌蕊または胚珠に褐変が生じた花芽を障害とした

表４ 低温による花芽の障害発生率(%､2009年)

グリーンクラスター期 花蕾着色期
樹 勢 中心花褐変率 側花褐変率 中心花褐変率 側花褐変率

強 45 35 39 17

中 5 2 13 3

弱 10 9 14 8

雌蕊または胚珠に褐変が生じた花芽を障害とした

y = -0.0041x2 + 0.1776x + 3.4465

R2 = 0.787

4

4.2

4.4

4.6

4.8

5

5.2

5.4

5.6

5.8

0 5 10 15 20 25 30 35

頂端新梢長(cm)

花
芽

横
径

(m
m

)

y = -0.0046x2 + 0.2118x + 2.8509

R2 = 0.8862
4

4.2

4.4

4.6

4.8

5

5.2

5.4

5.6

5.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

頂端新梢長(cm)

花
芽

横
径

(m
m
)


